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チョコに思いを込めて
　２月 11 日、一木公民館で手作りチョコ教
室が開催されました。本命チョコ、友チョコ、
義理チョコ、それぞれの大切な人へ思いを
込めて作ったチョコレート。あなたの思い
は届きましたか。
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【
松
任
地
域
】

■
東
コ
ー
ス

　

発
着
場
所
を
横
江
か
ら
JR
野
々

市
駅
北
口
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、

「
野
々
市
駅
北
口
」
停
留
所
を
新
設

し
ま
す
。
ま
た
、「
専
福
寺
」
停
留

所
を
２
０
０
ｍ
東
側
の
公
園
横
に
移

設
し
ま
す
。

■
西
コ
ー
ス

　
「
笠
間
」
停
留
所
を
JR
加
賀
笠
間

駅
へ
移
設
す
る
と
と
も
に
、「
加
賀

笠
間
駅
」
停
留
所
に
名
称
変
更
し
ま

す
。

■
北
コ
ー
ス

　

発
着
場
所
を
公
立
松
任
石
川
中
央

病
院
か
ら
白
山
警
察
署
に
変
更
す
る

と
と
も
に
、「
白
山
警
察
署
」
停
留

所
を
新
設
し
ま
す
。

■
南
コ
ー
ス

　

松
任
駅
発
の
公
立
松
任
石
川
中
央

病
院
行
き
を
１
便
増
便
し
ま
す
。

■
そ
の
他
の
コ
ー
ス

　

経
路
お
よ
び
便
数
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
ま
す
。

【
美
川
地
域
】

　

経
路
・
便
数
・
ダ
イ
ヤ
の
変
更
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
度
と
同
様
で
す
。

【
白
山
ろ
く
地
域
】

　

利
用
状
況
に
応
じ
た
ダ
イ
ヤ
に
組

み
替
え
ま
し
た
。利
用
の
少
な
い
ル
ー

ト
は
、
新
た
に
10
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン

車
が
走
り
ま
す
。

　

各
ル
ー
ト
を
予
約
に
よ
っ
て
走
る

デ
マ
ン
ド
便
の
運
行
が
拡
大
し
ま
す
。

利
用
す
る
時
は
、
前
日
の
午
後
５
時

ま
で
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
土
・
日
・
祝
日

に
運
行
し
て
い
た
便
は
廃
止
し
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
便
の
予
約
先

　

河
内
支
所
総
務
課

　

２
７
２
・
１
１
０
０

　

鳥
越
支
所
総
務
課

　

２
５
４
・
２
０
１
１

　

吉
野
谷
支
所
総
務
課

　

２
５
５
・
５
０
１
１

　

尾
口
支
所
総
務
課

　

２
５
６
・
７
０
１
１

※
午
後
５
時
15
分
～
午
前
８
時
30
分
は

　

白
山
ろ
く
当
直
セ
ン
タ
ー
へ
転
送
さ

　

れ
ま
す
が
、
予
約
は
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
企
画
課

　
　
　
　
　
　

２
７
４
・
９
５
０
３

　

加
賀
白
山
バ
ス
㈱
野
々
市
営
業
所

　
　
　
　
　
　

２
９
４
・
１
１
８
８

コミュニティバス

「めぐーる」
　に乗って
　　でかけよう

無料乗車週間を実施します
４月２日（月）～ 13 日（金）

　
コミュニティバス「めぐーる」は、今年４月で６年目を迎えます。これまでに延べ 70 万人を超える

皆さんにご利用いただいています。
　より多くの皆さんに「めぐーる」を体験していただくため、期間中は通常のバス運賃 100 円を無料で
乗車いただけます。
　ぜひ、この機会に通勤・通学、通院や買い物に「めぐーる」のある生活を体験してみてはいかがですか。

 北コース（緑風台⇔白山警察署）

緑風台 07：36 09：24 12：44 白山警察署 12：10 13：58 18：00

松任駅 07：57 09：45 13：05 公立松任石川
中央病院 12：14 14：02 18：04

公立松任石川
中央病院 08：06 09：54 ー 松任駅 12：23 14：11 18：13

白山警察署 08：10 09：58 ー 緑風台 12：44 14：32 18：34

 東コース（野々市駅北口⇔松任駅）

野々市駅北口 08：02 11：01 松任駅 12：20 16：08 17：24

横江 08：06 11：05 公立松任石川
中央病院 12：29 16：17 17：33

公立松任石川
中央病院 08：26 11：25 横江 12：49 16：37 17：53

松任駅 08：37 11：36 野々市駅北口
※
12：53 16：41 17：57

 南コース
（松任駅⇒

公立松任石川中央病院）

松任駅 08：57

公立松任石川
中央病院 09：06

 西コース（米光⇔松任駅）

米光 08：35 10：24 松任駅 12：50 14：45 17：44

加賀笠間駅 08：53 10：42 公立松任石川
中央病院 12：59 14：54 17：53

公立松任石川
中央病院 09：07 10：56 加賀笠間駅 13：10 15：05 18：04

松任駅 09：18 11：07 米光
※
13：28 15：23 18：22

※野々市駅北口到着後、松任駅へ直行します。

　
　
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
「
め
ぐ
ー
る
」
の
主
な
ダ
イ
ヤ
改
正
は
次
の
通
り
で
す
。
白
山
ろ
く
地
域
に
つ
い
て
は
、

大
幅
な
変
更
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
３
月
下
旬
に
各
世
帯
に
配
布
す
る
時
刻
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
め
ぐ
〜
る
」
を

　
　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

市
内
を
走
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
す
。
主

に
松
任
・
美
川
地
域
を
運
行
す
る
バ
ス
は
、
青

色
の
車
体
が
目
に
つ
き
ま
す
。
白
山
を
メ
イ
ン

に
桜
、
あ
さ
が
お
、
も
み
じ
、
す
す
き
、
菊
な

ど
四
季
折
々
の
花
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
に
も
利
用
し
や

す
い
よ
う
車
内
は
工
夫
さ
れ
、
車
い
す
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
。
料
金
は
１
０
０
円
均
一
で

す
。

　

松
任
地
域
で
は
、
松
任
駅
、
市
役
所
、
公
立

松
任
石
川
中
央
病
院
を
中
心
に
郊
外
か
ら
６
路

線
が
運
行
し
、
松
任
駅
を
起
点
と
し
、
住
宅
地
、

商
業
施
設
を
循
環
す
る
２
路
線
に
接
続
し
て
い

ま
す
。

　

美
川
地
域
で
は
、
美
川
駅
を
中
心
に
循
環

し
、
公
立
松
任
石
川
中
央
病
院
へ
も
乗
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　

白
山
ろ
く
地
域
で
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
保

育
所
バ
ス
と
兼
用
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
平
成

24
年
度
か
ら
は
、
児
童
生
徒
の
利
用
す
る
時
間

帯
は
大
型
バ
ス
が
運
行
し
、
利
用
者
の
少
な
い

時
間
帯
は
小
型
バ
ス
や
10
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車

が
、
一
部
予
約
に
よ
り
運
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、鶴
来
地
域
で
は
地
域
で
運
営
す
る「
つ

る
ぎ
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

※
主
な
停
留
所
の
時
刻
の
み
を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

 

 

※米光到着後、松任駅へ直行します。
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１に該当した個数（色のついているところ）を点数として下記の□
に記入しましょう。定期的に生活機能をチェックし、気になる傾向
がみられたら早めに高齢者支援センターにご相談ください。

介護保険
地区説明会開催

美川地域
●日時　　　　　　　  ●会場

美川文化会館3 月 23 日（金）   13:30 ～

松任地域
●日時　　　　　　　  ●会場
3 月 24 日（土）   13:30 ～

3 月 24 日（土）   10:00 ～

3 月 24 日（土）   10:00 ～

3 月 24 日（土）   13:30 ～

3 月 23 日（金）   13:30 ～

3 月 25 日（日）   10:00 ～

3 月 25 日（日）   13:30 ～

3 月 27 日（火）   13:30 ～

3 月 28 日（水）   13:30 ～

3 月 29 日（木）   13:30 ～

3 月 30 日（金）   13:30 ～

3 月 31 日（土）   10:00 ～

3 月 31 日（土）   10:00 ～

3 月 31 日（土）   13:30 ～

3 月 31 日（土）   13:30 ～

市民交流センター

石川公民館

柏野公民館

笠間公民館

宮保公民館

一木公民館

出城公民館

御手洗公民館

旭公民館

中奥公民館

林中公民館

郷公民館

山島公民館

千代野公民館

加賀野公民館

鶴来地域
●日時　　　　　　　  ●会場
3 月 25 日（日）   10:00 ～

3 月 25 日（日）   14:00 ～

鶴来公民館

蔵山公民館

白山ろく地域
●日時　　　　　　　　　　　　　　 ●会場

3 月 23 日（金）   13:30 ～

3 月 26 日（月）   10:00 ～

3 月 26 日（月）   13:30 ～

3 月 27 日（火）   10:00 ～

3 月 26 日（月）   10:30 ～

河内支所

吉野谷公民館

鳥越支所

尾口支所

白峰地域交流センター

点

点

点

点

点

点

点

１～ 20 番のうち
10 点以上

①生活機能の低下の疑い
　生活が不活発になっている可能性があります。
その結果、より早く衰えるおそれがあります。

６～ 10 番のうち
３点以上

②運動機能の低下の疑い
　筋力等が衰えていることから、活動が不活発になっ
たり、転倒などから寝たきりを招くことがあります。

11 ～ 12 番のうち
全部該当

③栄養状態の低下の疑い
　筋力が衰え、病気にかかりやすくなったり、衰弱
しやすくなります。

13 ～ 15 番のうち
２点以上

④口腔機能の低下の疑い
　食べたり飲み込んだりしにくくなるため、低栄養
や肺炎等、健康状態が悪化するおそれがあります。

特に
16 番に該当

⑤閉じこもりがちな生活
　生活が不活発になり、身体や脳が衰えてくるおそ
れがあります。

18 ～ 20 番のうち
1 点以上

⑥認知機能の低下の疑い
　物忘れなどにより生活機能が低下するおそれがあ
ります。

21 ～ 25 番のうち
２点以上

⑦うつ傾向の疑い
　うつ状態により心身の機能が低下するおそれがあ
ります。

基本チェックリストで

生活機能の低下をチェック

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

～
高
齢
者
の
健
康
・
生
活
・
介
護
を
支
援
し
ま
す
～

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
健
康
で
安
心
し
た
生
活
を
送
り
た
い
と
、
誰
も
が
望
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
に
住
む
高
齢
者
の
健
康
や
生
活
、
介
護
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
、

高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

白
山
市
の
現
状

～
５
人
に
１
人
が
高
齢
者
～

　

白
山
市
の
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
の
人
が
総
人

口
に
占
め
る
割
合
）
は
、
平
成
23
年
10
月
１
日
現

在
で
20
・
７
％
と
約
５
人
に
１
人
が
高
齢
者
で
す
。

国
や
県
に
比
べ
る
と
低
い
で
す
が
、
経
年
で
み
る

と
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
要
介
護
認
定
者
の
数
も
同
様
に
年
々

増
え
て
お
り
、
65
歳
以
上
の
約
６
人
に
１
人
が

認
定
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

不
安
や
悩
み
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
が
抱

え
る
健
康
・
生
活
上
の
悩
み
、
ご
家
族
が
抱
え

る
介
護
の
問
題
な
ど
、高
齢
者
に
関
わ
る
相
談
・

悩
み
を
お
聞
き
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

保
険
制
度
な
ど
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。
直
接
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、

ご
自
宅
へ
訪
問
し
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
や
出
前
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
で
生
活
機
能
の

低
下
が
み
ら
れ
、
今
後
要
支
援
・
要
介
護
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
人
が
、
い
つ
ま
で
も
自
立
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
足
腰
の
筋
力
ア
ッ
プ

や
体
力
ア
ッ
プ
な
ど
を
目
指
す
介
護
予
防
教
室

「
足
腰
ぴ
ん
ぴ
ん
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
各
種
団
体
の
会
合
の
場
に
出
向
き
、
閉
じ
こ

も
り
や
寝
た
き
り
、
認
知
症
の
予
防
方
法
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
出
前
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

実家で二人暮らしをしてい
る両親が、高齢でちゃんと
生活できているか心配…

最近、外に出た
がらない…

最近物忘れが進んで
きて、どうしていい
かわからない。

何でもない所で転ぶ
ようになった…

※各年度末現在（H23 年度は 23 年 10 月１日）

※要介護認定者数は第 2号被保険者を含む

市の高齢化率と要介護認定者数

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
介
護
課　
　
　

２
７
４
・
９
５
２
９　

ま
た
は
各
支
所
担
当
課

　

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
健
康
セ
ン
タ
ー
松
任
内
）　　
　

２
７
６
・
６
２
０
０

　

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
鶴
来
支
所
内
）　　
　
　
　
　
　

２
７
２
・
４
８
０
０

　平成 24 年度から 26 年度までの高齢者福祉
計画・介護保険事業計画を策定しました。
　介護保険サービスや高齢者福祉サービス、
介護保険料などについて分かりやすく説明し
ます。どちらの会場でも参加できます。

質問項目 回　答

１ バスや電車で１人で外出していますか 0. はい 1. いいえ
２ 日用品の買物をしていますか 0. はい 1. いいえ
３ 預貯金の出し入れをしていますか 0. はい 1. いいえ
４ 友人の家を訪ねていますか 0. はい 1. いいえ
５ 家族や友人の相談にのっていますか 0. はい 1. いいえ

６ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0. はい 1. いいえ
７ 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 0. はい 1. いいえ
８ 15 分位続けて歩いていますか 0. はい 1. いいえ
９ この１年間に転んだことがありますか 1. はい 0. いいえ
10 転倒に対する不安は大きいですか 1. はい 0. いいえ

11 ６か月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか 1. はい 0. いいえ
12 体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）が 18.5 未満ですか 1. はい 0. いいえ

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1. はい 0. いいえ
14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1. はい 0. いいえ
15 口の渇きが気になりますか 1. はい 0. いいえ

16 週に１回以上は外出していますか 0. はい 1. いいえ
17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1. はい 0. いいえ

18 周囲から「いつも同じ事を聞く」など物忘れがあると言われますか 1. はい 0. いいえ
19 自分で電話番号を調べて電話をかけることをしていますか 0. はい 1. いいえ
20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1. はい 0. いいえ

21 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がない 1. はい 0. いいえ
22 （ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめない 1. はい 0. いいえ
23 （ここ２週間）以前は楽にできていたことが今はおっくうに感じる 1. はい 0. いいえ
24 （ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない 1. はい 0. いいえ
25 （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする 1. はい 0. いいえ
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白
山
ろ
く
地
域
活
性
化
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　

白
山
ろ
く
地
域
は
、
過
疎
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
内
の
市
民
が
安
心
・
快
適
に

暮
ら
す
た
め
の
地
域
振
興
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
地
域
内
の
市
民
参
加
に
よ
る
「
白
山
ろ
く
地
域
活
性
化
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
体
か
ら
住
民
主
体
、
行
政
と
の
協
働
に

よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
／
地
域
振
興
室　
　
　
　

２
７
４
・
９
５
３
９

◆
基
本
目
標
◆

◆
計
画
の
対
象
◆

　

河
内
・
吉
野
谷
・
鳥
越
・
尾
口
・
白
峰
地
域

◆
計
画
の
期
間
◆

　

平
成
24
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の
７
年
間

※
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、　

短
期

　
（
３
年
）・
中
期
（
５
年
）・
長
期
（
７
年
）

　

の
計
画
期
間
を
設
定
し
ま
し
た
。　
　

白
山
ろ
く
を
ひ
と
つ
に
、

自
立
と
協
働
に
よ
る
活
力
あ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

～
人
・
知
恵
・
資
源
を
結
ぶ

　
〝
ふ
る
さ
と
白
山
ろ
く
〟
の
活
性
化
～

【基本方針１】
地域力の向上と融和を図り、
誇りあるふるさとづくり

《重点的な取り組み》人・知恵・資源を結ぶ

人、資源、活動等の地域の力
を育て、交流を促進すること
により、誇りの持てる地域づ
くりを目指します。

【基本方針２】
ふれあいと安らぎのある、
住みよいふるさとづくり

高齢化や少子化などの諸問題
に積極的に取り組み、温かみ
や安心感のある住みやすい地
域づくりを目指します。

【基本方針３】
個性を活かし、連携で創る、
賑わいのあるふるさとづくり

固有資源等の個性を磨き、地
域の連携を図ることにより、
活力と賑わいのある地域づく
りを目指します。

計画の詳しい内容は、各支所総務課や市ホームページでご覧いただけます。

　２月 17 日、白山ろく地域活性化計画

策定会議会長の高
たかはし

橋  強
つよし

さんが作野市長
に策定計画を報告しました。

補
助
金
の
現
状

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
決
算
に
お
け
る
補
助

金
等
は
、
２
６
７
件
・
20
億
３
９
３
４
万
３
千

円
で
す
。

　

市
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
、
旧

合
併
市
町
村
の
制
度
の
ほ
と
ん
ど
を
そ
の
ま
ま
、

引
き
継
い
だ
こ
と
か
ら
、
一
部
に
お
い
て
地
域

差
が
あ
り
ま
す
。

　

補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、、
当
初
予
算

編
成
時
に
そ
の
必
要
性
、
補
助
額
等
を
精
査
し

て
い
ま
す
が
、
補
助
金
の
性
格
、
補
助
率
、
対

象
経
費
等
の
考
え
方
に
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
全
市
的
に
は
統
一
し
た
補
助
制

度
と
な
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
、
そ
の
実
効

性
が
十
分
機
能
し
て
い
な
い
場
合
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
財
政
の

健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
考
え
、
昨
年
、
統

一
し
た
基
準
を
作
り
ま
し
た
。

補
助
金
制
度
の
課
題

　

補
助
金
の
交
付
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
補
完
す

る
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
の
誘
導
や
公
益
的
な
市
民
活

動
を
活
性
化
す
る
な
ど
、
市
の
施
策
を
展
開
す
る

中
で
、重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

以
下
の
よ
う
な
問
題
や
課
題
も
あ
り
ま
す
。

●
補
助
金
の
既
得
権
化

　

補
助
金
の
交
付
が
長
期
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

補
助
事
業
者
が
固
定
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
既

得
権
化
し
、
経
済
社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
に

あ
っ
て
公
平
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
。

●
補
助
金
交
付
団
体
等
の
自
立
の
阻
害

　

補
助
事
業
者
（
団
体
等
）
に
お
い
て
補
助
金

へ
の
依
存
体
質
が
高
ま
り
、
会
費
な
ど
自
主
財

源
の
確
保
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
自
立
へ
の
努

力
が
希
薄
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
。

●
補
助
金
の
適
正
な
執
行
の
見
直
し

　

行
政
側
に
お
い
て
、
補
助
金
の
交
付
を
も
っ

て
事
業
目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
し
て
、
補
助
金

の
使
途
が
本
来
の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
の

確
認
が
十
分
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

●
多
額
な
繰
越
金
、
積
立
金
の
存
在

　

補
助
事
業
者
に
、
多
額
の
繰
越
金
や
積
立
金

が
認
め
ら
れ
る
事
例
が
あ
る
こ
と
。

●
行
政
に
よ
る
事
務
局
運
営

　

行
政
（
市
の
補
助
事
業
所
管
課
）
が
、
実
質
的

に
補
助
事
業
者
の
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
こ
と
。

　

今
後
は
、
統
一
し
た
基
準
に
基
づ
き
見
直
し

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
な
お
、見
直
し
等
に
よ
り
、

各
補
助
事
業
団
体
に
お
い
て
混
乱
の
無
い
よ
う
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
と
、
信
頼
関
係
を
保

ち
つ
つ
、
活
動
団
体
の
自
主
性
・
自
立
性
を
損

な
わ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

持続可能な行財政
運営に向けて
～合併特例措置廃止後への準備～

②市が抱える
　　行財政課題
　その３　補助金制度の
　　　　　見直しについて

【シリーズ】待ったなし ! 行財政改革

　補助金は事業・研究など公
益上必要な（社会のためにな
る）場合に給付する金銭（公金）
です。補助金を出すほうも受
けるほうも、税金などの貴重
な財源でまかなわれているこ
とを自覚し、協力して問題や
課題を検証・改善していくこ
とが大切ですね。

　

市
政
の
最
優
先
課
題
で
あ
る
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
状
況
や
今
後
の
事
業
運
営

に
与
え
る
影
響
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
財
政
課　
　
　
　

２
７
４
・
９
５
１
２

①事業費
　補助金

特定の事業に対して、その事業の公益性を認識し、
当該事業を推進、奨励するための補助金 

②団体運営
　補助金 

市の施策を補完するために活動する団体に対し、
事業の公益性に鑑み、その団体を支援するための
補助金

③団体助成
　補助金

団体の行う事業で、公益性があるものに対し、そ
の団体の事業を支援するための補助金

④公共的事
　業補助金

市が行う事業について、地域や関係団体に事業運
営を任せた方が効率・効果的と思われる場合に、
当該事業の運営に係る経費を支出する補助金

⑤建設的事
　業補助金

団体等が行う公益的な施設等の建設、修繕、整備
などハード事業に対する補助金

⑥サービス
　格差是正
　補助金

市民等が特定の行政サービスを受ける場合に、市
域の要因等により地域格差がある場合、この格差
を是正する目的で支出する補助金 

⑦利子補給
　金補助金

公共的な借入制度に基づく、市民等の借入金に係
る利子に対する補助金

⑧その他
　補助金

国県費を伴う扶助費的事業補助金など、上記以外
の補助金

現行の補助金を以下に分類し、それぞれに
ついて課題の検証・改善を図っていきます
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問
い
合
わ
せ
／
白
山
野
々
市
広
域
消
防
本
部　
　
　

２
７
６
・
１
１
１
９

●過去５年間の救急出動状況

デ
ー
タ
で
見
る
火
災
・
救
急

Ｈ22 Ｈ23

5,497
万円

30
件

2,931
万円

21 
件

5,577
万円

6,782
万円

4,749
万円

24 
件

24 
件 23 

件

Ｈ21Ｈ20Ｈ19

1,000

2,000

3,000

4,000

6,000

7,000

5,000

●過去５年間の火災発生件数と損害額

発生件数
損害額

区　分 平成
22 年

平成
23 年 増　減

火
災
件
数
（
件
）

建　物 11 18 ７

林　野 ０ ０ ０

車　両 ７ ７ ０

その他 ５ ５ ０

計 23 30 ７

焼
損
棟
数
（
件
）

全　焼 ４ ３ △１

半　焼 ０ ２ ２

部分焼 ６ ６ ０

ぼ　や ４ ９ ５

計 14 20 ６

り災世帯 12 世帯 ９世帯 △３世帯

死傷者数
死　者 ４人 ２人 △２

負傷者 ６人 １人 △５

損害額 4,749 万円 5,497 万円 748 万円

■火災発生の状況（１／１～ 12 ／ 31）

主
な
出
火
原
因

平成 22 年 平成 23 年
放火（疑いをを含む）　　４件 放火（疑いをを含む）　 ５件

排気管　　　　　３件 たき火　　　　　３件

落雷　　　　　　２件 排気管　　　　　３件

コンロ　　　　　２件

平
成
23
年

火
災
件
数
が
増
加

　

平
成
23
年
に
市
内
で
発
生
し
た
火
災
件
数

は
30
件
で
、
前
年
に
比
べ
７
件
の
増
加
で
し

た
。
主
な
出
火
原
因
は
、
放
火
（
疑
い
を
含

む
）
が
５
件
、
次
い
で
、
た
き
火
と
排
気
管
が

３
件
、
コ
ン
ロ
が
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
損
害
額
は
５
４
９
７
万
円
で
、
前
年
に
比

べ
７
４
８
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、

火
災
に
よ
る
死
者
は
２
人
、負
傷
者
１
人
で
し
た
。

火
災

出
動
件
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い

　

平
成
23
年
中
の
市
内
の
救
急
出
動
件
数
は
、

３
１
９
６
件
で
前
年
に
比
べ
８
件
の
減
少
で

し
た
。
出
動
件
数
を
種
別
ご
と
に
み
る
と
、
急

病
が
１
９
６
３
件
で
全
体
の
約
60
％
を
占
め
、

次
い
で
一
般
負
傷
が
５
４
０
件
、
交
通
事
故
が

３
８
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急

（１／１～ 12 ／ 31）

区　分 平成
22 年

平成
23 年 増　減

出動件数（件） 3,204 3,196 △８

種　

別

急　病 1,994 1,963 △ 31

一般負傷 469 540 71

交通事故 434 382 △ 52

その他 307 311 ４

搬送人数（人） 3,048 3,047 △１

■救急出動の状況

Ｈ22 Ｈ23

3,196
件

3,047
人

2,973
件

2,864 
人

2,964
件 2,800

件

3,204
件

2,831 
人

2,677 
人

3,048 
人

Ｈ21Ｈ20Ｈ19

搬送人数
救急出動件数

「消したはず」
　 決めつけないで

もう一度

　この時季は、空気が乾燥して火災が発生
しやすい気候になります。特に次のことに
注意しましょう。

●寝たばこは、絶対しない。
●ストーブは、燃えやすいものから離れた

位置で使用する。
●ガスコンロなどのそばを離れるときは、

必ず火を消す。

～火災から身を守るために、
　住宅用火災警報器を設置しましょう～

３月 20 日～ 26 日

春季火災予防運動

平
成
24
年
白
山
市
町
会
連
合
会
役
員
・
理
事
の
皆
さ
ん
で
す

■
会
長

石い
し
い井　

勲い
さ
お雄

（
蝶
屋
）

■
副
会
長

吉よ
し
の野　
　

堯
た
か
し（

松
任
）

米よ
ね
み
つ光　

　

勲
い
さ
お（

笠
間
）

北き
た
む
ら村　

利と
し
お夫

（
山
島
）

岡お
か
だ田　

文ふ
み
あ
き明

（
林
）

北き
た
や
ま山　

　

進
す
す
む（

河
内
）

■
会
計
理
事

車し
ゃ
こ古　

邦く
に
お夫

（
松
任
）

■
理
事

入い
り
く
ち口　

隆た
か
お雄

（
松
任
）

松ま
つ
し
た下　

良
り
ょ
う
い
ち

一
（
松
任
）

﨑さ
き
だ田　

一い
っ
せ
い成
（
石
川
）

田た
が
わ川　

俊
し
ゅ
ん
す
け

助
（
柏
野
）

東ひ
が
し
も
と

元　

清き
よ
た
か隆

（
宮
保
）

川か
わ
む
こ向　

吉よ
し
の
ぶ暢

（
一
木
）

幸こ
う
さ
き崎　

和か
ず
ゆ
き行

（
出
城
）

北き
た
む
ら村　

俊と
し
お雄

（
御
手
洗
）

高た
か
さ
く作　

春は
る
お雄

（
旭
）

木き
む
ら村　

　

修
お
さ
む（

中
奥
）

瀧た
き
も
と元　

俊と
し
お夫

（
林
中
）

毛も
う
り利　

俊と
し
み
つ光

（
郷
）

林は
や
し
　
　

久ひ
さ
や彌

（
千
代
野
）

石い
し
だ田　

得さ
と
こ子

（
加
賀
野
）

石い
し
た
て立　

正ま
さ
ひ
ろ弘

（
美
川
）

明み
ょ
う
し
ょ
う
正　

晋し
ん
い
ち一
（
湊
）

上う
え
だ田　

武た
け
お夫

（
一
ノ
宮
）

北き
た
の野　

一い
ち
ろ
う郎

（
鶴
来
）

山や
ま
だ田　

清せ
い
い
ち一

（
蔵
山
）

森も
り　

　

良り
ょ
う
じ次

（
舘
畑
）

澤さ
わ
だ田　

昌ま
さ
ゆ
き幸

（
吉
野
谷
）

谷た
に
ぐ
ち口　

伸の
ぶ
お生

（
鳥
越
）

中な
か
に
し西　

盛も
り
し
げ重

（
鳥
越
）

安や
す
だ田

眞ま

つ

お
津
夫
（
尾
口
）

織お

だ田　

捷し
ょ
う
じ二

（
白
峰
）

　

２
月
24
日
、
市
内
28
地
区
３
８
４
町
内
会
で
構
成
さ
れ
る
市
町
会
連
合
会
の

理
事
会
が
開
か
れ
、会
長
、副
会
長
、会
計
理
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

とき／３月24日（土）
　午前10時～午後４時

ところ／白山警察署庁舎
　　　（倉光九丁目地内）

白山警察署   内見会開催

※駐車場に限りがありますので、
　出来るだけ乗り合わせのうえ、
　お越しください。

　県内の警察署再編に伴い、４月１日から松任警察署と鶴来警察署
が統合され、白山警察署に改称新設されます。
　内見会はどなたでも見学できます。

問い合わせ／松任警察署　　　　２７５－１１４２
　　　　　　鶴来警察署　　　　２７２－１１６１

倉光北

●市役所
●翠星高校

倉光

倉光東

上二口町

三浦南

三浦西

　　　●
白山野々市
広域消防本部

●

徳丸南

至小松

至金沢

  白山警察署

旭
日
単
光
章

　

長
年
に
わ
た
り
美
川
町
議
会
議
員

を
務
め
ら
れ
、
そ
の
間
、
常
任
委
員

長
な
ど
を
歴
任
し
、
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

（
88
歳
・
美
川
今
町
）

山や
ま
だ田

　
清き
よ
しさ

ん

叙
勲

「はくさんECO
   マネジメントプラン」

地球温暖化対策を率先して実行します

　市では、ISO14001（平成24
年１月25日認証期間満了）に
替 え 、 「 は く さ んECOマ ネ ジ
メントプラン」による環境管
理を行います。

問い合わせ／環境課　　　２７４－９５３８

　市では、温室効果ガス排出量削減に
向けた市独自の環境マネジメントシス
テム「はくさんECOマネジメントプラ
ン」に基づき、市役所など22公共施
設の二酸化炭素排出量を今後５年間で
10％削減（平成22年度比）することを
目標に、環境に優しいオフィスを目指
しています。

【主な取り組み】

◎照明機器の消灯の徹底
◎事務機器の節電の徹底
◎空調機器の省エネ使用
◎エレベーターの使用抑制
◎公用車の使用削減とエコドライブ
◎資料や事務手続きの簡素化
◎コピー機の適正使用
◎プリンター用紙使用の削減
◎グリーン購入の推進



10平成 24.3.10広報はくさん11 平成 24.3.10広報はくさん

多
重
債
務
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

債
務
整
理
４
つ
の
方
法

　

借
金
が
雪
だ
る
ま
式
に
増
え
て
し
ま
っ
た
「
多
重
債
務
」
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
誰
の
身
の
上
に
も
起
こ
り
う
る
問
題
で

す
。
家
族
や
親
族
に
も
相
談
で
き
ず
、
一
人
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、

ま
ず
、「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守

で
す
。
必
ず
解
決
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
た
多
重
債
務
の
相
談
は

35
件
あ
り
、
専
門
家
へ
の
紹
介
等
に
よ
り
５
件
が
債
務
整
理
を
行
い

解
決
で
き
ま
し
た
。

●
融
資
保
証
金
詐
欺
に
注
意
！

　

多
重
債
務
者
を
狙
う
詐
欺
が
増
え
て

い
ま
す
。「
借
金
を
一
本
化
す
る
」
と

い
う
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
見
て
融
資

を
申
し
込
ん
だ
が
、
手
数
料
を
取
ら

れ
、
融
資
は
さ
れ
ず
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料

も
請
求
さ
れ
る
な
ど
の
手
口
で
す
。

●
遠
隔
地
へ
の
相
談
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

広
告
な
ど
を
見
て
、
県
外
の
弁
護
士
・

司
法
書
士
に
相
談
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー

ス
も
み
ら
れ
ま
す
。
随
時
面
接
相
談
で

き
る
相
談
会
を
お
勧
め
し
ま
す
。

無
料
相
談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

多
重
債
務
者
を
狙
う

詐
欺
や
ト
ラ
ブ
ル
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
司
法
書
士
に
よ
る
「
多
重
債
務

無
料
相
談
会
」
を
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
き
／
毎
月
第
２
月
曜 

　

午
後
１
時
～
４
時

　
（
祝
日
の
場
合
、
第
１
月
曜
）

と
こ
ろ
／
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

※
消
費
生
活
専
門
相
談
員
に
よ

　

る
相
談
は
、
随
時
受
け
付
け

　

て
い
ま
す
。

～
債
務
整
理
の
時
期
～

　

消
費
者
金
融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
借
金
が
か
さ
ん

で
、
家
賃
・
光
熱
費
と
食
費
を
差
し
引
い
て
毎
月
の
利
息

分
す
ら
払
え
な
い
状
況
に
陥
っ
た
ら
、
生
活
の
破
綻
を
避

け
る
た
め
、
借
金
の
減
額
手
続
き
（
債
務
整
理
）
を
行
う

こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
裁
判
所
を
利
用
し
な
い
方
法

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
に
依
頼
し
、
利
息
制
限

法
に
基
づ
い
て
債
務
整
理
を
行
い
ま
す
。
制
限

金
利
を
超
え
る
金
利
で
貸
し
付
け
を
受
け
て
い

た
場
合
は
、
利
息
制
限
法
に
基
づ
き
引
き
直
し

計
算
す
る
と
借
金
が
減
少
し
た
り
、
過
払
い
分

が
返
還
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
裁
判
所
を
利
用
す
る
方
法

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
債
権
者
と
の
交
渉
を

行
い
、
支
払
額
、
返
済
方
法
な
ど
を
決
め
る
方

法
で
す
。
自
ら
手
続
き
す
る
こ
と
で
、
費
用
を

あ
ま
り
か
け
ず
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

将
来
の
継
続
的
な
収
入
か
ら
借
入
金
を
返
済

す
る
計
画
を
立
て
て
、
裁
判
所
が
そ
の
計
画
を

認
め
、
計
画
に
従
い
返
済
す
る
こ
と
で
、
残
り

の
債
務
が
免
除
さ
れ
る
方
法
で
す
。

　

定
期
的
な
収
入
を
得
て
い
る
場
合
で
、
住
宅

ロ
ー
ン
が
あ
る
が
、
住
宅
を
手
放
し
た
く
な
い

場
合
な
ど
に
選
び
ま
す
。

　

地
方
裁
判
所
に
申
し
立
て
て
、
免
責
決
定
を

受
け
ら
れ
れ
ば
、
現
在
の
資
産
を
債
権
者
に
分

配
し
、
残
り
の
金
額
が
全
額
免
除
さ
れ
る
方
法

で
す
。
た
だ
し
、
浪
費
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
が

原
因
の
場
合
は
免
責
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

任
意
整
理

個
人
再
生

自
己
破
産

特
定
調
停

相談窓口
では

法律専門家
に依頼

債務の整理・
生活再建

STEPSTEPSTEP 123

～
生
活
再
建
の
た
め
に
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
～

・
事
情
の
聞
き
取
り

・
債
務
状
況
の
整
理

・
法
律
専
門
家
の
紹
介

・
弁
護
士
や
司
法
書
士
の
受
任

   

に
よ
っ
て
取
り
立
て
が
停
止

・
健
全
な
生
活
設
計
作
成

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
管
理

教えて !
債務整理

Ａ　「民事法律扶助」という法律
相談や裁判手続き費用などを立
て替え、債務整理を行う制度が
あります。

Ａ　 　 貸 金 業 法 が 改 正 さ れ る ま
で 、 利 息 に つ い て 定 め た 法 律
には、上限を20%とする「利息
制限法」と29.2%とする「出資
法」がありました。この間の金
利を「グレーゾーン金利」とい
い、消費者金融の貸し付けや、
信販会社のキャッシングの多く
は、この利率による貸し付けで
した。平成22年に貸金業法が
改正され、出資法の上限金利が
20％に引き下げられました。
　 「 引 き 直 し 計 算 」 と は 、 グ
レーゾーン金利の債務を「利息
制限法」に基づく金利で計算し
直すことをいい、これにより債
務 が 減 額 さ れ る こ と が あ り ま
す。

弁護士や司法書士に債務整理
をお願いする費用がない場合、
何か方法はありますか？

Ｑ

「引き直し計算」って何で
すか？
Ｑ

　消費生活センターでは、悪質な訪問販売や架空請求など、消費生活に
関する相談を受けています。消費生活専門相談員が相談に応じます。

◎消費生活相談　
　月曜～金曜（祝日を除く）午前８時30分～午後５時15分
　※電話相談もできます。
問い合わせ／消費生活センター　　　　２７４－９５０７

消費トラブルについてもお気軽にご相談ください

相
談
し
よ
う
。
そ
う
し
よ
う
。

必
ず
解
決
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す

電 話 勧 誘
で、何度も断っ

たがしつこく勧誘
されてつい契約し

た…。

訪 問 販 売 で
契 約 し た が、 契 約
の説明と内容が違っ

ている。

問
い
合
わ
せ
／
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
１
階
）　　
　

２
７
４
・
９
５
０
７消費生活センターには個室があり

プライバシーも守られます。
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■平成 24 年度　市税納期一覧
納期月 納期限  固定資産税・  

 都市計画税 軽自動車税 市県民税 国民健康
保 険 税

24 年４月 ５月１日(火) １期※

５月 ５月31日(木) １期 全期 ２期※

６月 ７月２日(月) １期 ３期※

７月 ７月31日(火) ２期 ４期

８月 ８月31日(金) ２期 ５期

９月 10月１日(月) ６期

10 月 10月31日(水) ３期 ７期

11 月 11月30日(金) ８期

12 月 12月25日(火) ３期 ９期

25 年１月 １月31日(木) ４期 10 期

２月 ２月28日(木) ４期 11 期

３月 ４月１日(月) 12 期

市税の納付は口座振替が便利です
　口座振替の手続きは、納税課または各支所担当課、
市内金融機関で、備え付けの「市税の口座振替納付依
頼書・自動払込申込書」に必要事項を記入の上、口座
の届出印を押印し、申し込みください。
　申込書等（郵送専用）は、市ホームページからダウ
ンロードすることもできます。
※申し込み翌月納期月の分から振り替えとなります。

　日本ジオパーク認定を記念して、オリジナルフレーム
切手を発売しています。１枚のシートに白山、手取峡谷、

御
お ぶ く

仏供スギなどジオポイント 10 箇所の風景がデザイン
された 80 円切手 10 枚が入っています。

販売部数／ 1000 部（予定）
価格／ 1200 円（１シート）
販売郵便局
　白山市・金沢市・野々市市・
　かほく市・津幡町・内灘町
　の全郵便局（115 局）

※簡易郵便局は除きます。
※通信販売は行っていま　
　せん。

問い合わせ
　白山手取川ジオパーク推進協議会　　　２７４－９５７５
　（販売について）
　郵便局株式会社 北陸支社営業本部　　   ２２０－３２５１

「白山手取川ジオパーク」
オリジナルフレーム切手発売中

問い合わせ／納税課　　　２７４－９５０４

小
中
学
生
感
性
の
び
の
び
俳
句
大
会

　

俳
句
に
親
し
み
自
然
に
対
す
る
豊
か
な
感
性
が
育
つ
よ
う
に
、

「
感
性
の
び
の
び
俳
句
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
小
中

学
生
が
俳
句
の
創
作
に
取
り
組
み
、
学
年
別
に
、
特
選
18
人
、
優

秀
27
人
、
優
良
45
人
の
入
選
句
を
決
定
し
ま
し
た
。
特
選
の
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

美
川
小
１
年

明
光
小
１
年

美
川
小
２
年

広
陽
小
２
年

蝶
屋
小
３
年

広
陽
小
３
年

松
南
小
４
年

明
光
小
４
年

東
明
小
５
年

広
陽
小
５
年

蕪
城
小
６
年

松
南
小
６
年

松
任
中
１
年

鳥
越
中
１
年

松
任
中
２
年

北
辰
中
２
年

松
任
中
３
年

鳥
越
中
３
年

【
特
選
】

あ
き
の
そ
ら
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
パ
ス
を
だ
す

い
も
う
と
の
う
ま
れ
た
そ
の
ひ
あ
き
び
よ
り

赤
と
ん
ぼ
風
と
い
っ
し
ょ
に
お
い
か
け
る

ご
ん
べ
え
の
あ
た
ま
に
の
っ
た
あ
か
と
ん
ぼ

え
ん
そ
う
会
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ひ
く
き
り
ぎ
り
す

ご
ん
べ
い
さ
ん
あ
き
の
た
ん
ぼ
を
な
が
め
て
る

秋
の
夜
今
日
は
何
を
読
も
う
か
な

ゆ
う
や
け
が
パ
パ
の
メ
ガ
ネ
に
う
つ
っ
て
る

み
ぞ
そ
う
じ
も
み
じ
の
葉
っ
ぱ
あ
ふ
れ
て
る

し
し
く
か
ら
み
わ
た
す
景
色
秋
が
来
た

金
次
郎
見
つ
め
る
先
に
秋
の
山

う
ろ
こ
雲
巨
大
な
魚
の
目
を
探
す

も
う
一
個
大
き
な
柿
に
か
ぶ
り
つ
く

夕
焼
け
の
合
図
オ
オ
タ
カ
鳴
い
て
い
る

雪
合
戦
白
の
世
界
に
倒
れ
こ
む

湖
に
秋
の
夕
焼
け
流
れ
込
む

秋
の
夜
大
き
く
見
え
る
父
の
肩

返
り
花
ぼ
く
ら
の
植
え
た
さ
く
ら
の
木

小
川　

琉
聖

村
本　

乃
愛

釜
谷　

和
希

辻　

芹
楓

竹
野　

結
衣

大
西　

輝
月

塩
島
く
る
み

長
田　

萌
夏

西
田　

直
生

池
島　

美
咲

西
垣
匠
一
郎

蔵
谷　

初
音

中
村　

雅
世

山
下　

将
都

川
畑　

緑

鴫
島　

海
斗

植
松　

亜
衣

南
口　

宙
太

俳
句
ポ
ス
ト
特
選
句
　
冬
の
部

　

選
者　

飯
田　

順
子

　

選
者
吟　

ミ
サ
ン
ガ
を
作
る
夜
長
の
祈
り
か
な

富
山
県
南
砺
市

金
沢
市

金
沢
市

東
京
都
杉
並
区

宮
永
市
町

富
山
県
南
砺
市

金
沢
市

静
岡
県
浜
松
市

金
沢
市

八
ツ
矢
町

相
川
町

金
沢
市

新
潟
県
村
上
市

村
井
町

兵
庫
県
神
戸
市

徳
丸
町

村
井
町

金
沢
市

福
井
県
あ
わ
ら
市

北
安
田
町

露
け
し
や
村
の
灯
深
し
一
揆
の
地

枯
れ
渡
る
景
に
色
足
し
夕
日
落
つ

松
籟
の
城
址
の
由
来
風
花
す

年
越
し
の
名
残
り
の
跡
や
灰
神
楽

は
し
ご
登
り
の
雄
姿
き
り
り
と
出
初
式

湯
け
む
り
の
流
れ
る
谷
の
十
三
夜

哲
学
者
め
く
あ
ん
こ
う
の
面
構
へ

懐
手
大
き
な
下
駄
を
履
い
て
を
り

北
風
に
泣
き
は
し
ま
せ
ん
ラ
ン
ド
セ
ル

梵
鐘
の
一
打
溶
け
込
む
谷
紅
葉

葛
咲
く
や
鳥
越
村
の
名
は
消
え
て

山
眠
る
星
の
語
ら
い
始
ま
り
ぬ

真
直
の
廊
下
貫
ぬ
く
寒
さ
か
な

手
で
さ
す
る
吾
に
冬
木
の
脈
流
る

目
深
な
り
神
馬
の
被
る
綿
帽
子

冬
枯
の
一
本
道
や
父
祖
の
墓

人
恋
ふ
る
冬
至
南
瓜
を
さ
ば
く
と
き

桐
一
葉
遠
き
記
憶
の
父
の
窯

飴
色
の
湖
を
抱
き
て
山
眠
る

白
山
の
寒
風
を
背
に
枝
を
剪
る

野
原
す
み
子

今
村　

征
一

寺
井
一
二
美

青
木　

房
枝

田
渕　

悦
子

野
原
す
み
子 

今
村　

征
一

伊
賀　

和
子

い
が
ら
し
か
ず
を 

門
田
い
く
江

松
田
千
代
子

い
が
ら
し
か
ず
を

後
藤　

光
治

近
吉　

三
男

山
本　

肇

谷
口
外
喜
恵

近
吉　

三
男

川
本　

久
枝

坂
井　

優

能
嶋
真
百
美

投
句
数
１
５
１
５
句　

投
句
者
数
２
９
０
人

白山　太郎

白山　一郎

０００００００００００

白山市倉光二丁目1番地

平成○年○月○日

平成○年○月○日

昭和○年○月○日

平成○年○月○日

申
請
に
よ
り
外
来
受
診
時
の
１
カ
月
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す

■
対
象
者

○
70
歳
未
満
の
人

○
70
歳
以
上
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
人

■
限
度
額
適
用
認
定
書
の
申
請
に
必
要
な
も
の

○
国
保
被
険
者
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被

　

保
険
者
証

○
印
鑑

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
過
去
12
カ
月
の

　

入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
る
場
合
は
、
入
院

　

日
数
が
分
か
る
領
収
書
等

※
事
前
に
、
保
険
年
金
課
に
申
請
し
、
認
定
証

　

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
限
度
額
の
適
用
開
始
は
、
申
請
月
か
ら
で
す
。

※
自
己
負
担
限
度
額
は
、
世
帯
の
所
得
状
況
に

　

よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
保
険
適
用
外
の
費
用
は
、
自
己
負
担
限
度
額

　

の
対
象
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

【
申
請
不
要
の
人
】

○
す
で
に
入
院
時
の
「
限
度
額
適
用
認
定
証
等
」

　

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

＊
３
月
31
日
以
前
に
交
付
さ
れ
た
「
限
度
額
適

　

用
認
定
証
等
」
は
、
有
効
期
限
の
７
月
末
ま

　

で
外
来
診
療
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

○
70
歳
以
上
の
住
民
税
課
税
世
帯
の
人

＊
「
高
齢
受
給
者
証
」
ま
た
は
「
後
期
高
齢
者

　

医
療
被
保
険
者
証
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
従
来
ど
お
り
高
額
療
養
費
の
手
続
き
が
必
要

な
場
合
】

○
交
付
さ
れ
た
「
限
度
額
適
用
認
定
証
等
」
を

　

提
示
し
な
か
っ
た
場
合

○
同
一
月
に
同
一
医
療
機
関
で
外
来
と
入
院
で

　

受
診
し
た
場
合

○
同
一
月
に
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
、
ま
た

　

は
同
一
医
療
機
関
で
医
科
と
歯
科
を
受
診
し

　

た
場
合

問
い
合
わ
せ
／
保
険
年
金
課

　
　
　
　

２
７
４
・
９
５
２
８
（
保
険
年
金
係
）

　
　
　
　

２
７
４
・
９
５
２
１
（
高
齢
者
医
療
係
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

外
来
の
医
療
費
が
高
額
に
な
る
人
へ

事
前
に

①
認
定
証
の
申
請

③
認
定
証
を
提
示

患者

保険年金課 病院・薬局など

　
か

ら 変 わ り ま

す／４１

※仮算定

④
自
己
負
担
限
度
額

　

ま
で
の
支
払
い

②
認
定
証
の
交
付
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雪だるま 2012
白峰地域　　　　　　　　　　　   1 月 27 日・２月３日

  心温まるろうそくの灯
あ か

り

　白峰地域の桑島と白峰で雪だるま 2012 が開催されま
した。夕方には、丹精込めて作られたさまざまな雪だ
るまにろうそくが灯

とも

り、会場全体が温かい雰囲気に包
まれました。今年も県内外よりたくさんの人が訪れ地
元の特産品の食べ歩きを楽しんでいました。

渓流魚の雪像まつり
白山千丈温泉セイモアスキー場　　　　  　　２月 18 日

雪見夜灯
松任ふるさと館　　　　　　　　　 ２月３日・4 日

  雪の清流を優雅に泳ぐ

  冬の風情を楽しむ
　河内町内尾で「渓流魚の雪像まつり」が開催されまし
た。白山河内観光協会員や鶴来地域の学童野球３チーム
の児童ら約 500 人が同日昼から雪像づくりに励みまし
た。夕方には、ろうそくが灯

とも

され、約 30 体の「イワナ」「ゴ
リ」の雪像が幻想的な雰囲気を演出しました。会場では、
イワナの炭火焼きや地元の湧き水「おぼく水」を使った
コーヒーなども販売されました。

　松任ふるさと館で庭園「紫雲園」をライトアップ
する雪見夜灯が開催されました。
隣接する千代女の里俳句館では、
３日に大正琴やサクソフォンの
演奏会と合唱、４日には雪見茶
会が行われ、来館者は雪化粧し
た庭園を眺めながら、演奏やお
茶を楽しみました。

白峰

白峰：屋根に現れた龍 桑島桑島

東二口文弥まつり　　　　　　　　　　　２月 11・12・18・19 日
深瀬のでくまわし公演　　　　　　　　　　　　　　　２月 19 日

　「東二口文弥まつり」が東二口歴史民俗資料館で、「深瀬のでくまわ
し公演」が深瀬でくまわし保存会館でそれぞれ開催されました。でく
まわしは「でく」という人形を浄瑠璃に合わせて舞わせる人形芝居で
す。文弥節と称される独特の節回しや舞手の足踏みの音に合わせ、舞
手とでくが一体となる様に観客は魅了されていました。

  伝統の舞で観客を魅了

深瀬のでくまわし公演 東二口文弥まつり

「災害時における食料及び生活必需品の供給・
確保に関する協力協定」調印式　　　２月８日

  市民の生活を守る
縁結びサポーター委嘱状交付式
鶴来総合文化会館クレイン　　　　　　  ２月 14 日

  「縁結び」お手伝いします

　少子化対策、市内定住化政策の一環として、独身
男女の出会いの場提供事業をサポートする「縁結びサ
ポーター」72 人（一般公募 53 人、企業・団体推薦 19 人）
に作野市長から委嘱状が交付されました。今後、結婚
への意識を高めたり、祭りや催しに若い男女の参加を
呼び掛けるなど出会いの場を企画していきます。

白山市子ども会議
県立白山青年の家　　　　　　　　　２月 18 日・19 日

　市内の小学５年生から中学２年生までの子ども会議委
員 27 人が参加し「白山市子ども会議」が開催されました。
この会議は、子どもの意見を尊重し生かすことを定めた市
子どもの権利に関する条例に基づき開催されたものです。

　参加した子どもたちは、「学校をより
楽しくするには」「いじめについて」「地
域のボランティア活動」の３つのテーマ
についてさまざまな意見やアイディアを
出し合い取りまとめた意見を、２日目に
行われた喜田教育長との懇談会で提言し
ました。

  子どもたちの意見を聴く

　市と県生活協同組合連合会（県内８生協で構成）が
「災害時における食料及び生活必需品の供給・確保に

関する協力協定」を締結しました。今後、市内で大規
模な風水害、地震等の災害が発生した場合、市の要請
により連合会から、避難所等へ食料や生活必需品など
の救援物資の供給を受けることになります。
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【
有
料
広
告
】

 

       

全労済石川県本部

 

石川県勤労者共済生活協同組合

<資料請求専用ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ>                  

毎日、午前９時から午後９時

まで受け付けています。

 

0120-593-244     

ホームページアドレス

 http://www.zenrosai.coop

 

2009Ｂ011 
安心の笑顔のそばに

はいつも、全労済が
あります。  

◆ 市では、 ホームページバナー広告を募集しています。 詳細については、 ホームページをご覧ください。

【
有
料
広
告
】

・ 山菜の天ぷら 600円
・ 白エビのピザ 850円
・ 剣崎なんばのぺペロンチーノ 750円
・ 自家製果実酒 500円～
・ 生ビール 500円

・ 日替わりランチ 840円
　　（魚・肉が選べる、コーヒー付）
・ 宴会コース 2500円～
　（飲み放題プラン有・前日まで要予約）
※歓送迎会承り中

<日替わりランチ>

営業時間／平日11:30～14:00、17:30～23:00  日・祝17:30～ 22:00　定休日／月曜日
白山市中町27-1（中町商店街）　　　　　　　　　　　　　　　（076）２０１－８１１８

日
曜
日
に
開
き
ま
す

市
民
課
臨
時
窓
口

と
き
／
３
月
25
日

（日）
、
４
月
１
日

（日）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
各
支
所
の
窓
口
は
開
き
ま
せ
ん
。

【
取
扱
業
務
】

● 

転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
住
民

　

 

異
動
に
関
す
る
届
出
の
受
付

● 

戸
籍
の
謄
抄
本
な
ど
の
交
付

● 

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付

● 

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

● 

印
鑑
登
録

※
た
だ
し
、
他
市
町
村
へ
照
会
す
る

　

こ
と
が
必
要
な
事
務
お
よ
び
住
民

　

基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す

　

る
事
務
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

　

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
市
民
課

２
７
４
・
９
５
２
５

ご
芳
志

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
市
内
全
公
立
・
私
立
保
育
所
、
保

　

育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
へ

　

マ
ス
ク
15
万
枚

　
　

㈱
歯
愛
メ
デ
ィ
カ
ル
様

●
湊
小
学
校
へ
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
他
、 

　

湊
保
育
園
へ
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
他

　
　

平
成
23
年
度
湊
地
区
初
老
会
様

●
教
育
文
化
振
興
の
た
め

　

兼
六
園
梅
桜
全
図
（
植
物
細
密
画
）

　

70
点

　
　

金か
な
え
け
ん
す
け

栄
健
介
様　
（
金
沢
市
）

●
鶴
来
中
学
校
へ
掲
示
板
大
型
３
枚
・

　

小
型
９
枚
、
朝
日
小
学
校
へ
ポ
ー

　

タ
ブ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
１
台

　
　

鶴
来
中
学
校
第
37
期
卒
業
生
様

●
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め

　

現
金
11
万
９
４
１
円

　
　

ほ
く
り
く
親
和
会
様

寄
　
付

国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入の皆さんへ

平成 24 年度国民健康保険税・後期高齢者医療
保険料の通知書（仮算定）を送付します

　平成 24 年度４月分以降の保険税・保険料について、４月
上旬に通知書を郵送します。
　通知書には、特別徴収（年金天引き）・普通徴収（納付
書払い、口座振替、納税組合）による納付方法や金額、
納期限等が記載されています。

保険料が年金天引きの人は口座振替（毎月払い）
に変更できます

　３月 30 日（金）までに手続きをされると６月の年金から、
５月 31 日（木）までに手続きをされると８月の年金から、
６月以降に手続きをされると 10 月以降の年金から、順次
口座振替に変更となります。家族の口座からの振り替えも
できます。なお、変更の手続きは、市役所または各支所で
受け付けしています。
○手続に必要なもの
　預金通帳（または口座番号がわかるもの）、
　口座の届出印、被保険者証

　昭和 12 年４月２日～昭和 17 年３月１日生まれの人で、
受給者証の一部負担金の割合欄が、「２割（平成 24 年３
月 31 日までは１割）」となっている人
　70 ～ 74 歳の人の窓口負担について、引き続き 1 割負
担となりましたので、一部負担金の割合欄を修正した
高齢受給者証を３月下旬に郵送します。
　なお、高齢受給者証の有効期限および一部負担金の割
合欄には、平成 24 年７月 31 日か 75 歳の誕生日の前日
のどちらか早いほうの日を記載しています。

問い合わせ／保険年金課　　２７４－９５２８（保険年金係）

国民健康保険からのお知らせ

■該当する人

高齢受給者証を再交付します
自己負担割合の 1 割据置延長のため

問い合わせ／保険年金課　　２７４－９５３４（賦課係）
　　　　　　　　　　　　　２７４－９５２１（高齢者医療係）

市
立
博
物
館
友
の
会
「
博
遊
会
」

春
の
公
開
講
演
会

　

東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
何
度
も

被
災
地
を
訪
れ
、
そ
の
様
子
を
撮
影

さ
れ
た
講
師
に
よ
る
講
演
会
で
す
。

博
遊
会
会
員
以
外
の
人
で
も
聴
講
で

き
ま
す
。

と
き
／
４
月
14
日

( 土）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ
／
千
代
女
の
里
俳
句
館

演
題
／
「
東
日
本
大
震
災
を
撮
る
」

講
師
／
本も

と
や
ふ
み
お

谷
文
雄
さ
ん

　
（
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
主
幹
）

聴
講
料
／
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

博
遊
会
事
務
局
（
松
任
博
物
館
内
）

　

２
７
５
・
８
９
２
２

千
代
女
講
座

「
俳
諧
選
集
・
卯
辰
集
を
読
む
」

　

元
禄
４
年
の
句
集
に
掲
載
さ
れ
た

松
任
・
鶴
来
の
俳
人
と
そ
の
句
を
中

心
に
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。

と
き
／
４
月
21
日

（土）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師
／
山や

ま
ね根　

公
た
だ
しさ
ん（
俳
文
学
会
員
）

定
員
／
30
人
（
申
込
順
）

受
講
料
／
５
０
０
円
（
資
料
代
）

※
５
月
19
日

（土）
開
催
予
定
の
鶴
来
地

　

域
文
学
散
歩
の
事
前
講
座
で
す
。

と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

千
代
女
の
里
俳
句
館

　

２
７
６
・
０
８
１
９

千
代
女
の
里
俳
句
館

市
民
俳
句
教
室

　

年
間
を
通
じ
て
の
初
心
者
向
け
の

俳
句
入
門
講
座
で
す
。
季
語
に
親
し

み
、
一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
４
月
28
日
～
平
成
25
年
３
月

　

23
日
の
毎
月
第
４
土
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師
／
永な

が
せ
ゆ
き
こ

瀬
幸
子
さ
ん

　
（
市
松
任
俳
句
協
会
会
員
）

受
講
料
／
各
回
６
０
０
円

　
（
吟
行
に
つ
い
て
は
別
途
）

と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

千
代
女
の
里
俳
句
館

２
７
６
・
０
８
１
９

子
ど
も
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

　

子
ど
も
手
当
制
度
が
平
成
23
年
10

月
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
10
月
以
降
の
子
ど
も
手

当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
手
当
を
受
け
て
い
た
人
も
含
め
、

対
象
と
な
る
人
は
、新
た
に
申
請
（
認

定
請
求
）
が
必
要
で
す
。

【
ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
】

　

３
月
30
日

（金）
ま
で
（
郵
送
の
場
合

は
同
日
必
着
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
平
成

23
年
10
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
４
月
１
日
以
降
の
申
請
は
、
申
請
月

　

の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
子
育
て
支
援
課

２
７
４
・
９
５
２
７

あ
さ
が
お
テ
レ
ビ
（
デ
ジ
タ
ル

放
送
）
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更

　

あ
さ
が
お
テ
レ
ビ

（
デ
ジ
タ
ル
放
送
）
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
に
伴

い
、４
月
１
日
よ
り
「
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
」
な

ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
号
が
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
に
伴
う

設
定
変
更
の
た
め
、
前
日
の
３
月
31

日
は
、
放
送
休
止
（
ア
ナ
ロ
グ
放
送

含
む
）
と
な
り
ま
す
。

０
９
１
Ｃ
Ｈ　

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

０
９
２
Ｃ
Ｈ　

ア
ク
ト
オ
ン
Ｔ
Ｖ

０
９
３
Ｃ
Ｈ　

防
災
チ
ャ
ン
ネ
ル

１
１
１
Ｃ
Ｈ　

あ
さ
が
お
テ
レ
ビ

１
１
２
Ｃ
Ｈ　

お
天
気
チ
ャ
ン
ネ
ル

問
い
合
わ
せ
／
情
報
統
計
課

２
７
４
・
９
５
０
８

情  報

■市役所本庁
　　276-1111 ㈹
■美川支所
　　278-3200 ㈹
■鶴来支所　
　　272-1111 ㈹
■河内支所
　　272-1100 ㈹
■吉野谷支所
　　255-5011 ㈹
■鳥越支所
　    254-2011 ㈹
■尾口支所
　　256-7011 ㈹
■白峰支所
　　259-2011 ㈹

 

募
　
集

お
知
ら
せ
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■問い合わせ・広報広聴課　　　２７４－９５１１
　kouhou@city.hakusan.lg.jp

　

白
山
ろ
く
民
俗
資
料
館
に
あ
る
旧
小こ

ぐ
ら倉

家
住

宅
は
建
造
物
で
は
市
内
唯
一
の
国
指
定
重
要
文

化
財
で
す
。
建
築
年
代
は
江
戸
時
代
前
期
か
ら

中
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
嶋
村（
現
在
の
桑
島
）

に
あ
っ
た
旧
家
で
源
平
合
戦
の
際
に
源
氏
の
落

人
を
助
け
た
伝
説
を
も
つ
家
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
38
年
（
１
９
６
４
）、
国
指
定
と
な
り
、

翌
年
、
防
火
対
策
の
た
め
象
ケ
崎
（
桑
島
）
へ

移
築
し
ま
し
た
が
、
手
取
川
ダ
ム
建
設
に
伴
い

資
料
館
へ
再
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
の
構
造

は
南
加
賀
に
み
ら
れ
る
民
家
の
代
表
的
な
も
の

で
す
。
切き

り
づ
ま
づ
く

妻
造
り
、
木こ

ば

ぶ
羽
葺
き
、
石
置
き
屋
根

で
妻
入
り
、
一
重
二
階
建
て
で
外
壁
は
土
蔵
造

り
、
一
階
に
は
下
見
板
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

内
部
は
、
間
仕
切
り
で
、
二
列
の
間
取
り
に
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
り
梁は

り
に
根
曲
り
材
を
利

用
し
、
養
蚕
の
空
間
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
屋

内
に
は
「
馬
屋
」、「
唐か

ら
す
ん
ば

臼
場
」
と
い
う
米
・
粟

な
ど
を
精
白
す
る
作
業
場
を
設
け
る
な
ど
山
村

民
家
の
特
徴
を
よ
く
残
し
て
い
ま
す
。
柱
な
ど

は
一
部
を
除
い
て
、「
釿

ち
ょ
う
な」

と
い
う
木
材
の
表

面
を
削
り
だ
す
道
具
を
使
っ
た
独
特
の
波
模
様

の
仕
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鴨か

も
い居
の
溝
を
削
ら
ず
に
別
材
を
打
ち

付
け
溝
を
つ
く
る
付つ

け
ひ
ば
た

樋
端
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
技
法
は
江
戸
初
期
ま
で
の
古
い
手
法
を

伝
え
る
県
内
で
も
珍
し
い
も
の
で
す
。

　

平
成
20
年
か
ら
屋
根
の
葺ふ

き
替
え
等
の
修
理

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
屋
根
に
葺
か
れ
た
板

は
栗
材
を
手
割
り
し
た
も
の
で
「
と
ち
板
」
と

も
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
板
を
打
ち
付
け
ず
に
、

ず
ら
し
な
が
ら
重
ね
て
葺
き
、
石
を
置
い
て
押

さ
え
と
し
木
羽
板
の
下
に
は
防
火
の
た
め
、
厚

さ
10
㎝
の
土
が

塗
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

か
つ
て
白
山

ろ
く
で
も
、
木

羽
葺
き
の
家
が

み
ら
れ
、
板
材

を
と
る
た
め
、

栗
の
木
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
し

た
。
毎
年
、
雪
解
け
後
に
葺ふ

き
い
た板
を
起
こ
し
、
使

用
で
き
な
い
板
は
交
換
し
て
、
残
り
の
板
を
裏

返
し
て
葺
き
な
お
す
「
ク
レ
ガ
エ
シ
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
／
文
化
課　
　

２
７
４
・９
５
７
３

　
　
　
　
　
　

白
山
ろ
く
分
室
教
育
課

　

２
５
５
・５
０
２
４

国指定重要文化財

旧小倉家住宅

木羽葺き石置き屋根

　平成 26 年には各支所が市民サー
ビスセンターに改編されるとともに、
白山ろく総合行政防災センターが設

置されるようですが、今後、白山ろくでは過
疎化が進み、住民の負担がますます増えて来
る事を考えれば、防災センターを設置するよ
りは、各公民館に市職員を置いて住民サービ
ス強化する方が良いのではないですか。

提
案

　市では、皆さんからの市政に関するご提案・ 
ご意見を広く求めています。
　これまでにお寄せいただいた中から、その
概要を紹介いたします。

　支所の統廃合は、合併後 10 年を
めどに本庁方式への移行を検討する
という合併協議の合意を踏まえ、職

員の定員適正化計画の平成 27 年４月で職員
数 860 人を目標に、組織機構の見直しを行
うことにしています。
　合併のメリットである行財政運営の効率化
による安定的な行財政基盤を築き、公平な行
政サービスの提供と市域の一体感醸成のため
に必要と考えています。
　現在の案では、平成 26 年度に、河内、吉
野谷、鳥越、尾口の 4 支所を市民サービスセ
ンターに移行し、これまでの総合支所的業務
を行う「白山ろく総合行政 ･ 防災センター」
を設置します。その後、平成 28 年度をめど
に、美川および鶴来、白峰の各支所を市民サー
ビスセンターへ移行し、 河内、 吉野谷、 鳥
越、尾口の各市民サービスセンターについて
は「白山ろく総合行政 ･ 防災センター」へ業
務を引き継ぐことにしています。
　災害に対する安全安心対策、高齢者等の福
祉サービスの維持、現在の支所や公民館など
の公共施設の有効利用、白山ろく地域の活性
化策などに留意しながら組織のあり方につい
て検討を重ねて行きます。
　なお、高齢化が進む白山ろく地域の現状を
考え、住民の安心確保と不安感を和らげる観
点から、市民サービスセンターが統合される
地域の公民館等へ担当職員の配置も検討して
いきたいと考えています。

問い合わせ／職員課　　 ２７４－９５０２

回
答
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◆ 市内で「きらっと輝いている人」「積極的に活動しているグループ」を紹介しています。情報をお寄せください。自薦・他薦は問いません。
◆「広報はくさん」をお読みになった、ご意見・ご感想もお寄せください。

　
　
　
　

平
成
23
年
４
月
１
日
制
定

　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

長
橋
正
宣

　
　
　
　
　
　
　

作
曲　

木
下
牧
子

白
山
空
に　

か
が
や
い
て

朝
の
陽
匂
う　

平
和
郷

大
地
も
目
覚
め　

い
き
い
き
と

自
然
の
息
吹
き　

満
ち
わ
た
る

ふ
る
さ
と
白
山　

こ
の
ま
ち
に

み
ん
な
幸
せ　

い
つ
ま
で
も

豊
か
な
恵
み　

は
ぐ
く
ん
で

流
れ
も
弾
む　

手
取
川

四
季
鮮
や
か
な　

い
ろ
ど
り
の

出
湯
の
里
も　

夢
さ
そ
う

ふ
る
さ
と
白
山　

こ
の
ま
ち
に

み
ん
な
幸
せ　

い
つ
ま
で
も

夕
日
に
波
も　

き
ら
め
い
て

潮
の
香
優
し　

日
本
海

働
く
日
々
の　

よ
ろ
こ
び
と

明
日
へ
の
意
気
が　

盛
り
あ
が
る

ふ
る
さ
と
白
山　

こ
の
ま
ち
に

み
ん
な
幸
せ　

い
つ
ま
で
も

ふ
る
さ
と
白
山　

こ
の
ま
ち
に

み
ん
な
幸
せ　

い
つ
ま
で
も

白
山
市
民
の
歌

＊
白
山
市
民
の
歌
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

料
理
が
大
好
き
で
、
と
て
も
仲
の
い
い
美

枝
子
さ
ん
と
楓
香
さ
ん
。
昨
年
、
親
子
で
考

え
た
料
理
を
協
力
し
合
っ
て
調
理
す
る
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
で
、
東

海
北
陸
地
区
・
石
川
県
代
表
と
し
て
、
約

１
万
２
０
０
０
組
の
頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。

　

金
時
草
、
源
助
大
根
な
ど
の
加
賀
野
菜
と

堅
豆
腐
な
ど
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
独
創
的

な
「
内
匠
家
も
て
な
し
膳
」
を
、
息
ぴ
っ
た

り
に
調
理
す
る
親
子
の
連
携
が
評
価
さ
れ
て

の
優
勝
で
し
た
。

親
か
ら
子
へ
自
然
に
伝
わ
る

　

親
子
の
料
理
好
き
は
、
美
枝
子
さ
ん
の

祖
母
や
母
親
が
料
理
上
手
だ
っ
た
こ
と
に
あ

る
よ
う
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
、
台
所
の
お

手
伝
い
で
「
自
然
に
覚
え
て
い
ま
し
た
」
と

美
枝
子
さ
ん
。
こ
の
「
い
い
経
験
」
を
楓
香

さ
ん
に
も
経
験
さ
せ
た
い
と
思
っ
た
よ
う
で

す
。
楓
香
さ
ん
は
幼
稚
園
年
少
の
時
の
誕
生

日
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
包
丁
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
本
物
の
包
丁
を
使
う
こ

と
で
、「
力
の
入
れ
加
減
が
わ
か
る
よ
う
に

な
り
ま
す
」
と
美
枝
子
さ
ん
。
楓
香
さ
ん
も

「
材
料
を
切
っ
た
り
す
る
の
は
と
て
も
楽
し

い
」
と
言
い
ま
す
。
手
伝
い
な
が
ら
自
然
と

親
か
ら
料
理
を
教
わ
る
と
い
う
親
子
関
係
。

こ
ん
な
素
敵
な
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

料
理
作
り
で
は
、
食
べ
て
も
ら
っ
た
時
に

「
お
い
し
い
」
の
言
葉
が
聞
け
る
よ
う
に
、

美
枝
子
さ
ん
の
父
親
が
育
て
る
野
菜
の
旬
を

活
か
し
、
無
駄
な
く
、
お
い
し
く
、
大
切
に

料
理
し
た
い
と
、
外
食
に
出
か
け
た
時
や
料

理
雑
誌
を
目
に
し
た
時
「
ど
ん
な
ア
レ
ン
ジ

が
で
き
る
か
な
」
と
内
匠
流
の
レ
シ
ピ
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
祖
母
や
母
か
ら
受
け
継
い
だ
郷
土

料
理
を
、
娘
に
も
受
け
継
い
で
も
ら
え
る
よ

う
に
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

夢
は
パ
テ
ィ
シ
エ

　

楓
香
さ
ん
は
、
マ
フ
ィ
ン
や
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
ケ
ー
キ
作
り
が
得
意
。
作
っ
た
お
菓
子
は

近
所
の
人
た
ち
に
食
べ
て
も
ら
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
作
る
回
数
が
多
い
か
ら
、「
家
の

人
は
少
し
食
べ
る
の
を
控
え
気
味
で
す
」
と

苦
笑
い
。
楓
香
さ
ん
の
夢
は
パ
テ
ィ
シ
エ
に

な
る
こ
と
で
す
。
新
し
い
レ
シ
ピ
を
考
え
た

り
、
お
菓
子
を
作
っ
た
り
と
こ
れ
か
ら
も
夢

に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
。
そ
し
て
、
美
枝

子
さ
ん
は
そ
の
夢
が
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
に

応
援
し
た
い
と
話
し
ま
す
。

おばあちゃんからお母さんへ
　そして娘へと伝わる郷土の味

手作りチョコに挑む楓香さん

内
た く み

匠　美
み え こ

枝子さん・楓
ふ う か

香さん（横町）
楓香さん　　美枝子さん

平成 24.3.10広報はくさん 18

▼
深
瀬
の
で
く
ま
わ
し
公
演
の
取
材
に
行
っ
た
。
東

二
口
文
弥
人
形
浄
瑠
璃
・
で
く
の
舞
も
観
た
こ
と
が

あ
る
が
、同
じ
で
く
ま
わ
し
で
も
、随
分
印
象
が
違
っ

た
。
一
番
の
違
い
は
、
深
瀬
は
お
は
や
し
が
な
く
太

夫
の
浄
瑠
璃
と
足
拍
子
の
み
で
あ
る
と
こ
ろ
だ
。
小

気
味
よ
い
浄
瑠
璃
が
親
し
み
や
す
い
。
東
二
口
は
力

強
い
足
拍
子
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も

違
っ
た
味
わ
い
が
あ
る
。
毎
年
２
月
に
上
演
さ
れ
て

い
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
足
を
運
ん
で
み
て
は
。

き
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 市の
花木鳥

あ
さ
が
お

ぶ 

な

う
ぐ
い
す
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白山市の
お知らせ

【新聞】毎月第４月曜日掲載（北國新聞、北陸中日新聞、読売新聞）
【ケーブルテレビ】あさがおテレビ・24 時間放送中
【ホームページ】http://www.city.hakusan.ishikawa.jp

【ラジオ】ラジオかなざわ（78.0 ＭＨｚ）毎週水曜日午後　０　時 40 分～
　　　　　ＭＲＯラジオ（1107 ｋＨｚ）毎週木曜日午後　０　時 25 分～
　　　　 エフエム石川（80.5 ＭＨｚ）毎週金曜日午前 10 時 55 分～

人のうごき １月 31 日現在  （　) は前月比
人    口    112,899 人　　（△  40）
    男          55,056 人　　（△  11）
    女          57,843 人　　（△  29）
世帯数      39,515 世帯　（＋  19）
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こ
れ
ら
は
、
手
取
川

中
流
域
の
吉
野
谷
地
域
に
残
さ
れ
て
い
る

地
名
で
、「
吉
野
十
景
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
元
（
中
国
）
に
留
学

し
た
禅
宗
の
高
僧
が
、
元
の
名
勝
地
に
似

て
い
る
こ
と
に
ち
な
み
名
付
け
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
美
し
い
自
然
風
景
を

求
め
て
多
く
の
文
人
墨ぼ

っ
か
く客

が
こ
の
地
を
訪

れ
、
風
景
画
を
描
い
た
り
、
歌
を
詠
ん
だ

り
し
て
、
記
録
に
残
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
、
吉
野
工
芸
の
里
の
背

後
に
位
置
す
る
「
雲
龍
山
」
は
、
標
高

４
５
４
ｍ
、
雨
上
が
り
に
中
腹
よ
り
霧
が

か
か
る
と
、
ち
ょ
う
ど
龍
が
天
に
昇
る
よ

う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
付
い
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
で
も
同
じ
よ
う
に

雲
が
か
か
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
山
ひ
だ
が
瓜
の
筋
に
見
え
る
こ
と
か

ら
、「
瓜う

り
ゅ
う
ざ
ん

生
山
」、
多
く
の
谷
が
あ
る
こ
と

か
ら
「
九く

じ
ゅ
う
く
た
に

十
九
谷
」
と
の
別
名
も
あ
り
ま

す
。

　

か
つ
て
山
頂
に
相あ

い
た
い
じ

対
峙
す
る
巨
岩
が

あ
っ
た
「
虎
狼
山
」
や
今
も
同
じ
位
置
に

同
名
の
橋
が
か
か
っ
て
い
る
「
黄
門
橋
」

な
ど
も
、
そ
の
名
前
か
ら
か
つ
て
の
情
景

を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

吉
野
工
芸
の
里
周
辺
は
、
こ
の
ほ
か
に

御お

ぶ

く
仏
供
ス
ギ
や
弘
法
池
な
ど
見
ど
こ
ろ
が

多
い
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
も
自
分
な
り

の
十
景
を
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

問
い
合
わ
せ
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江
戸
時
代
に
流
行
っ
た
ジ
オ
ツ
ア
ー

吉
野
十
景
今
昔

江戸末期に描かれた雲龍山
「能美郡吉野十景之巻」
（個人所蔵）

飛龍岸 現在の雲龍山

黄門橋

手
取
川

鳥越支所

至
河
内

吉野
工芸の里 ▲

至
白
峰

至小松市

飛龍岸
高月池

▲▲

月影沢

太白山仙雲峰

雲龍山

▲
▲

鉢峰山

白布滝

昭和９年以前の黄門橋
（鶴来博物館所蔵）

虎狼山


